



































幅0.6～1.2cm ものが多く，長さ23cm は漢代の 1尺に相当する。なお，『文物』2000－ 5 は
上記の「発掘簡報」のほかに，木簡整理の中間報告として「敦煌懸泉漢簡内容概述」および
「敦煌懸泉漢簡釈文選」の二篇が載せられる。「文選」には，木簡の内容が16項目に分類され，



























ることに最近になって気づいた。（張俊民 2010：111, no. 72；116, no. 99による）。したがっ
て現在のところ，紀年を持つ大月氏簡の最古のものは甘露二年 （前52） の第 2簡となる。こ
こでは便宜上，張徳芳（2004）の大月氏簡番号を踏襲することとし，まず紀年木簡の年代の






大月氏 第 2 簡 （Ⅴ 92 DXT 1411② : 35）




















































「馳伝（中足）」，「置伝（高足）」）， 2頭立て（軺伝）， 1頭立て（軺伝）の 3種類があり，
4頭立ての馬車には，速度能力によってさらに 3種に区別されていたことがわかる。また




















大月氏　第 3 簡　（Ⅴ 92 DXT 1210 ③：132）






























発給の文書には「月朔」を入れることがないと指摘する（侯旭東 2008： 8 －10）。理由は
ともかく，興味深い指摘であり，断片木簡の識別に有効である。

































































大月氏　第 5 簡　（Ⅱ 90 DXT 0214　②：241）
入粟三斗　馬二匹　鴻嘉三年閏月乙亥，敦煌廏官章奴受縣 （懸） 泉嗇夫長，送 ⸗ 大月氏…
（粟三斗および馬二匹，鴻嘉三年（前18）閏月乙亥に，敦煌県廏官の章奴が懸泉嗇夫長に授
与し，大月氏使者を送らせる…？）
大月氏　第 6 簡　（Ⅰ 90DXT0114 ③：145）
出馬五十六匹，送大月氏□張千父計□□□
（馬五十六匹を供与，大月氏□（客）の長千父，計…を送るため）







大月氏　第 8 簡　（Ⅴ 92DXT1511 ④： 2 ）
使大月氏□司馬　（大月氏に使者となっていく□（大）司馬…）
大月氏　第 9 簡　（Ⅳ 92DXT1712 ⑤： 1 ）　cf.『釈粋』：143， no. 203
出粟四斗八升　　　　　　　　　以食守属唐覇所送烏孫大昆彌，大月氏，所□
（粟四斗八升を支出，守属の唐覇が送迎する烏孫大昆彌と大月氏…に食事を供与するため）






































1991：上巻 p. 270（釈文）；下巻，図版119，no. 1328に掲載されていた。




























































































































































































































の 2簡がある（『釈粋』：151，No. 215；張徳芳 2005：71，no. 19，図版－簡19；侯旭東 























































































































































































































2）Chavannes 1907：189－190；桑原隲蔵 1916「張騫の遠征」: 全集第三巻pp. 288－9；羽田亨 1930




















スの F. Grenet が反応し，Nouvelles données sur la localisation des cinq yabghus des 









欧米ではじめて懸泉漢簡の大月氏使者に言及した Grenet の論文は，2013年12月 5 － 7 日，
ベルリンで開催された Symposium on literary sources on the history of the Kushans（主宰
者 H. Falk）においても話題になった。事前配布された「大月氏・クシャン史の編年資料
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